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▼動の後期
〇Red Point 一つもとってないといいなぁ…
ハッピーハロウィン！ ハッピークリスマス
＼(^o^)／勉強しているといいなぁ… ベー
スのスラップができるようになりたい！エン
ジョイ♡♡♡♡♡♡♡
▼YK
〇前期中間の順位に戻す。
▼ウッキー
〇模試で学年80位以内に入る（自分）、そし
て健康に生きる（自分）。
▼S
〇美術館、コンサート、劇を見に行って知見
を広める。英検準１級取得を目指して勉強す
る。

＊
ということで、一体どういう後期になるの

か、楽しみ（恐怖？）である。
最近は「数値目標」ということがよく言わ

れていて、我々教員も具体的にそれを設定す
ることがあるが、ここでも数値目標を書いた
人が結構いる。ただ、私の印象を言うと、何
となく「控えめな数字」のように思えるのだ
が、実現可能性を重視したのだろうか、それ
ともこれが「妥当なところ」といった数字な
のだろうか（笑）。
その他、目についたキーワードは、「サク

シード」「予習・復習」｢部活」といったとこ
ろだろうか。それぞれ、ここに書いた姿にな
っていることを期待したい。

＊
では、いったい私の方はというと、これは

もう「授業を徹底的に進める」ということに
尽きる。今年は１年生４クラスと３年生２ク
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ラス（文系の必修選択）を持っているが、３
年生に関しては、もう全力疾走開始といった
感じで、星陵祭が終わった直後の授業の時に
は、すっかり雰囲気が変わっていたのはさす
がであった。
１年生も、例えば古文にしろ、漢文にしろ、

教材を見れば分かるとおり、いよいよ本格的
な学習に着手するわけで、ここでどれだけ力
を伸ばすことができるかが問われる時期にな
っている。こちらも授業に力を入れるから、
どうかそれに応える予習・復習を心がけて、
授業を実りあるものにしながら、実力をどん
どん伸ばしていってほしいものである。
ちなみに、今日、そして20日（木）にも

たくさんの先生方が13Rの授業を見学にいら
っしゃる。いらっしゃるのは、「日比谷では
どんな授業をしているのか」「日比谷の生徒
はどんな勉強をしているのか」といった興味
をお持ちの都立高校の先生方ばかりである。
是非日比谷生の実力を示して（←多少不安が
残るなぁ…笑）、都立高校全体の授業レベル
がアップするキッカケとなるような、真摯な
取り組み姿勢を見せてほしい。

＊
「静の後期の中に楽しみを見出す」と書い

ている人がいた。こういう姿勢は大切にした
いね。受験が迫る３年生にとっては、楽しみ
を見出せる「後期」はもはやない。とすると、
君たちの残された「後期」は、今年と来年し
かないことになる。その意味では、この後期
の中にどんな「楽しみ」を見つけ出せるのか
が、これからの学校生活を豊かにするキッカ
ケともなるはずだ。しっかり過ごそう。


